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　US装置は GE Healthcare 社製 LOGIQ E9，探触子は
コンベックス型3.4MHz±20％（C1-5-D），穿刺用マイ
クロコンベックス型3.0MHz±20％（3CRF）を使用した。


















【症例 2】－ V-navi 下 US，穿刺経路確認例－
　69歳男性。B型慢性肝炎，S8およびS6/7領域にHCC
を認め肝動脈化学塞栓術後，RFAでの追加治療を考慮








【症例 3】－ V-navi 下 CEUS，治療後評価例－
　61歳男性。B型肝硬変，HCC術後再発疑われ精査を




























US-US fusion  4 例（ 2％） その他  10例（ 4 ％）












































ｃ～ｅ：RFA治療数日後の評価としてV-navi 下 CEUS を
施行。腫瘤やや左腹側のmargin がぎりぎりであるため
（矢印），追加焼灼が必要と判断された。
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